
項 ⽬ 内 容
名称 キトサン [英]Chitosan [学名]-

概要 キトサンは、D-グルコサミンが鎖状に⻑くつながったアミノ多糖である。主に、カ
ニ殻などから抽出される不溶性の⾷物繊維であるキチンをさらに加⼯したものが⽤
いられるが、近年ではキノコから抽出したものもある。キトサンの中にはキチンが
16％ほど含まれていることから、実際はキチン・キトサンとして扱われている。

法規・制度 ■⾷薬区分
「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」に
該当する。

■⾷品添加物
・既存添加物︓増粘安定剤、製造⽤剤

■特定保健⽤⾷品
・キトサンを関与成分とし「コレステロールの⾼い⽅に適する」保健⽤途の表⽰が
できる特定保健⽤⾷品が許可されている。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・β-1,4-poly-N-glucosamine。キチンの脱アセチル化物。⽔に不溶であるが希酸
に可溶であり、塩は⽔溶性のものもある (32) 。

分析法 ・試料を加⽔分解し、⾦属イオンアフィニティークロマトグラフを⽤いて精製した
後、アセチル化[N-acetylchitooligosaccharides (GlcNAc2-7)]してHPLC-質量分析
計により分析した報告がある (PMID:7573948) 。
・キャピラリー電気泳動による⾼分⼦のキトサン (Mr200,000) の分析例がある
(PMID:11504055) 。
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メタ分析
・2017年3⽉までを対象に3つのデータベースで検索できた無作為化プラセボ対照
試験8報 (検索条件︓年齢≧18歳、期間≧2週間) について検討したメタ分析におい
て、キトサンサプリメント摂取は、収縮期⾎圧、拡張期⾎圧との関連は認められな
かった (PMID:29343944) 。
・2008年5⽉までを対象に4つのデータベースで検索できた無作為化プラセボ対照
試験6報について検討したメタ分析において、⾼コレステロール⾎症患者におけるキ
トサン摂取 (1.2〜6.75 g/⽇、4〜16週間) は、⾎中脂質 (TC) の低下に寄与する可
能性は認められたが、⾎中脂質 (LDL-C、HDL-C、TG) と関連は認められなかった
(PMID:19923803) 。
・2004年2⽉までを対象に5つのデータベースと6種のウェブサイトで検索できた無
作為化プラセボ対照試験15報について検討したシステマティックレビューにおい
て、過体重もしくは肥満の成⼈によるキトサン摂取 (0.24〜15 g/⽇、4週間以上)
は、体重減少、⾎中脂質 (TC) の低下、⾎圧低下に寄与する可能性が認められた
(PMID:18646097) 。
RCT
・脂質異常症を有する⼥性患者に対し、キトサン1.2 g/⽇の服⽤56⽇間 (41名) と
プラセボ服⽤ (43名) を無作為化⼆重盲検試験 (⽇本) にて⽐較したところ、⾎中脂
質 (TC) の低下を認めた (PMID:12771974) 。⼀⽅、同⽤量3ヶ⽉間のクロスオー
バー無作為化⼆重盲検試験 (フィンランド) では脂質に影響は認められなかった
(PMID:14605789) 。
・総コレステロール値が⾼い成⼈40名 (試験群20名、平均29.3±8.4歳、⽇本) を
対象とした⼆重盲検プラセボ対照試験において、キトサン0.293 g×3回/⽇含有の
⻘汁飲料を12週間摂取させたところ、⾎中脂質 (TC) の低下が認められたが、⾎中
脂質 (HDL-C、LDL-C、TG、遊離脂肪酸、リン脂質) に影響は認められなかった
(2016166972) 。
・総コレステロール値が⾼い成⼈65名 (平均40.4±9.2歳、試験群33名、⽇本) を
対象とした⼆重盲検プラセボ対照試験において、キトサン0.293 g×3回/⽇含有の
⻘汁飲料を12週間摂取させたところ、⾎中脂質 (TC、HDL-C、LDL-C、TG、遊離脂
肪酸、リン脂質、ApoA1、ApoB、ApoE) に影響は認められなかった (101) 。
・LDLコレステロール値が⾼い成⼈82名(試験群40名、平均48.4±9.1歳、⽇本) を
対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、⾷事制限とともにキトサ
ン0.38 g×3回/⽇含有の⻘汁飲料を12週間摂取させたところ、⾎中脂質 (TC、LDL-
C) の低下が認められたが、⾎中脂質 (HDL-C、TG、遊離脂肪酸、リン脂質、アポ
タンパク質) に影響は認められなかった (102) 。
その他
・健康成⼈男性8名 (20〜23歳、⽇本) を対象に、キトサン含有クッキー (キトサン
3〜6 g/⽇含有) を7⽇間摂取させたところ、糞中のコール酸およびケノデオキシコ
ール酸の増加、⾎中脂質 (TC) の低下、⾎中脂質 (HDL-C) の上昇を認めた
(1995082312) 。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・
内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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免疫・がん・
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調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 メタ分析
・2017年12⽉までを対象に3つのデータベースで検索できた無作為化プラセボ対照
試験14報 (検索条件︓期間≧28⽇、年齢≧18歳) について検討したメタ分析におい
て、BMIが23.6以上の成⼈によるキトサン摂取は、体重 (14報) 、BMI (13報) 、⾎
圧 (収縮期 (6報) 、拡張期 (6報）) 、⾎中脂質 (TC (10報) 、LDL-C (10報) 、TG
(10報)) の低下と関連が認められたが、試験によるばらつきが⼤きかった。⼀⽅、
HDL-C (7報) との関連は認められなかった (PMID:30545156) 。
・2004年2⽉までを対象に5つのデータベースと6種のウェブサイトで検索できた無
作為化プラセボ対照試験15報について検討したメタ分析において、過体重もしくは
肥満の成⼈によるキトサン摂取 (0.24〜15 g/⽇、4週間以上) は、体重 (13報)、⾎
中脂質 (TC) (9報) 、⾎圧 (7報) の低下と関連が認められたが、いずれも試験によ
るばらつきが⼤きかった (PMID:18646097) 。
RCT
・過体重の成⼈34名 (試験群17名、平均46.7±8.8歳、イギリス) を対象とした⼆
重盲検無作為化プラセボ対照試験において、キトサン250 mg×4個×2回/⽇を28⽇
間摂取させたところ、体重、BMI、⾎圧、⾎中脂質に影響は認められなかった
(PMID:10369493) 。
・肥満の成⼈116名 (18〜65歳、試験群61名、ドイツ) を対象とした⼆重盲検無作
為化プラセボ対照試験において、⾷事制限とともにキトサン400 mg含有の錠剤4錠
×2回/⽇を12週間摂取させたところ、⾎清LDL-Cが低下した。⼀⽅、体重、BMI、
⾎中脂質 (TC、HDL-C ) 、コレステロール吸収マーカー (カンペステロール、シト
ステロール、コレスタノール) 、コレステロール合成マーカー (ラソステロール、ラ
ノステロール、デスモステロール) 、胆汁酸合成マーカー (7α-ヒドロキシコレステ
ロール、27-ヒドロキシコレステロール) に影響は認められなかった-
(PMID:29324705) 。

その他

調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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